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LIFE　LIGHT　LOVE

交
通
安
全
に
尽
力
し
表
彰【 

　   

】

今
年
度
は
、昨
年
度
の
経

験
を
生
か
し
、オ
ン
サ
イ
ト

（
会
場
参
加
）、オ
ン
タ
イ
ム

（
遠
隔
参
加
）、オ
ン
デ
マ
ン

ド
（
動
画
配
信
）
併
用
の
ハ

イ
フ
レ
ッ
ク
ス
型
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
試
み
ら
れ
た
。

研
究
所
長
の
佐
藤
康
仁

経
済
学
部
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
、総
合
司
会
を
務
め
た

経
済
学
部
の
千
葉
昭
彦
教

授
に
よ
る
趣
旨
説
明
の
後
、

東
北
や
宮
城
の
地
域
経
済

を
支
え
る
各
分
野
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
を
お
招
き
し
て

基
調
報
告
が
行
わ
れ
た
。

本
学
経
済
学
部
の
田
野

穂
准
教
授
は
、コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
出
来
事
や
事
実
の

整
理
を
中
心
に
、
感
染
症

ま
ん
延
期
に
お
け
る
地
域

密
着
型
企
業
の
重
要
性
を

説
明
し
た
（
論
題
「
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
と
地
域
経
済
」）。七

十
七
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
調

査
研
究
部
首
席
エ
コ
ノ
ミ

大学の学生サークル「もりまちCoAL」のメンバーが
昨年12月29日、Date fm主催のラジオイベント「RADIO 
GIGA 令和03」の中で学生企画を実施した。
「RADIO GIGA」はさまざまなアーティストが出演す

るライブを年末に開催し、その模様をラジオで生放送す
る。前年は新型コロナの影響で中止したため、2年ぶりの
開催となった。

もりまちCoALはこのイベントに2019年から関わり、
会場でアーティストに直筆メッセージを送ることができ
る「手書きTwitter」を企画・実施している。メンバーは
前回実施した際の反省などを踏まえ、来場者へのアナウ
ンスの仕方やメッセージボードの装飾などを見直し今
回のイベントに臨んだ。

メッセージを通じてアーティストとつながれるとあっ
て、当日は開場と同時に大勢の来場者がイベントブース
に訪れ、お目当てのアーティストに向けメッセージを書
き込んでいた。多くのメッセージが寄せられたメッセー
ジボードは後日、Date fmを通じてそれぞれのアーティ
ストへ届けられた。

イベントのリーダーを務めた相澤匠さん（経済学科3
年）は「ライブ会場に来られた皆さんの思いをアーティ
ストに届けるお手伝いはもちろんだが、コロナ禍でメン
バーが集まって活動することが難しかっただけに、今回
の活動を通じてメンバー間の絆を深めることもできた」
と振り返った。また、サークル代表の奥泉直弥さん（経
済学科3年）は「コロナ禍でストップしてしまった活動も
あったが、さまざまなアイデアを持ち寄って少しでも地
元を元気付けられるよう、これからも活動を続けていき
たい」と抱負を語った。

（
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
）
を
予

想
し
、
従
来
の
「
モ
ノ
」
や

「
コ
ト
」
で
は
な
く
、「
コ
コ

ロ
」
に
訴
求
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
今
後
の
カ
ギ

に
な
る
と
論
じ
た
（
論
題

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
観

光
業
界
の
現
状
と
将
来
」）。

株
式
会
社
藤
崎
取
締
役
執

行
役
員
の
勢
田
誠
一
氏
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
抱
え
て

き
た
構
造
的
問
題
の
顕
在

化
を
詳
説
し
た
上
で
、地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
者
と
し

て
の
百
貨
店
の
役
割
を
再

確
認
し
た
（
論
題
「
コ
ロ
ナ

禍
で
学
ん
だ
地
域
に
お
け

る
百
貨
店
の
役
割
」）。コ
ー

プ
東
北
サ
ン
ネ
ッ
ト
事
業

連
合
執
行
役
員
店
舗
商
品

本
部
長
の
今
野
一
彦
氏
は
、

外
出
自
粛
が
迫
ら
れ
る
状

況
に
お
い
て
「
産
直
」
を
は

じ
め
と
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
の
開
発
や
普
及
が
、生

産
者
と
消
費
者
と
の
相
互

理
解
を
促
す
こ
と
を
詳

つ
ま
び

ら

か
に
し
た
（
論
題
「
東
日
本

大
震
災
・
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

学
ん
だ
地
域
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
」）。

以
上
の
基
調
報
告
を
受

け
て
、
千
葉
教
授
を
モ
デ

レ
ー
タ
ー
と
す
る
パ
ネ
ル

十
一
月
二
十
七
日
、二
十

八
日
に
本
学
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
「
日
本
生
涯

教
育
学
会
第
四
十
二
回
大

会
」
で
、
人
間
科
学
科
の

水
谷
修
教
授
ら
に
よ
る
共

同
研
究
が
会
長
賞
を
受
賞

し
た
。

水
谷
教
授
ら
は
「
学
び
直

十
一
月
二
十
四
日
、仙
台

銀
行
ホ
ー
ル
で
「
交
通
功

労
者
・
優
良
運
転
者
等
表

彰
式
」
が
行
わ
れ
、大
学
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
が
優
良
事
業

所
・
優
良
安
全
運
転
管
理

者
と
し
て
「
宮
城
県
警
察

本
部
長
・
宮
城
県
安
全
運

転
管
理
者
協
会
会
長
連
名

表
彰
」
を
受
賞
し
た
。式
に

は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
代
表
し

ス
ト
の
田
口
庸
友
氏
は
経

済
動
向
と
人
口
動
態
を
踏

ま
え
て
、コ
ロ
ナ
禍
終
息
後

に
お
け
る
東
北
経
済
の
課

題
と
方
向
性
を
提
示
し
た

（
論
題
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
東
北
経
済
の
動
向
と
課

題
」）。近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
株
式
会
社
仙
台
支
店
の

関
貴
光
氏
は
、
従
来
と
は

異
な
る
人
流
に
依
存
し
な

い
た
め
の
方
法
と
し
て
、企

業
や
官
公
庁
な
ど
の
間
接

業
務
の
一
括
代
行
サ
ー
ビ

ス
を
指
す
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
ビ
ジ

ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
事
業
、オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
新

事
業
の
可
能
性
を
解
説
し

た
（
論
題
「
旅
行
業
に
お
け

る
反
転
攻
勢
」）。
株
式
会

社
ホ
テ
ル
佐
勘
代
表
取
締

役
の
佐
藤
勘
三
郎
氏
は
、コ

ロ
ナ
禍
終
息
後
の
世
界
的

な
観
光
業
界
の
需
要
増
大

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、コ
ロ
ナ
禍
が

そ
れ
以
前
か
ら
の
東
北
固

有
の
構
造
的
問
題
を
顕
在

化
・
加
速
化
さ
せ
た
と
い

う
点
で
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模

様
は
動
画
に
収
録
さ
れ
、

二
〇
二
一
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
信
さ
れ
た
。

大
学
で
は
、学
生
が
事
業

者
と
と
も
に
地
域
課
題
の

解
決
策
を
探
り
、地
域
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
パ
ン
店
活

性
化
企
画
が
行
わ
れ
て
い

る
。今
年
度
立
ち
上
が
っ
た

河
北
新
報
社
と
の
連
携
事

し
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
支

援
事
業
の
実
践
的
研
究
」
を

テ
ー
マ
に
、高
校
中
退
者
や

中
卒
者
と
い
っ
た
十
代
で

十
分
な
学
修
経
験
が
得
ら

れ
ず
に
そ
の
後
就
業
な
ど

で
影
響
を
受
け
て
い
る
女

性
を
対
象
に
研
究
を
行
っ

た
。
水
谷
教
授
を
は
じ
め

と
す
る
研
究
メ
ン
バ
ー
は
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
と
キ
ャ
リ
ア
目
標
に
合

わ
せ
た
伴
走
型
の
個
別
学

習
支
援
に
よ
る
学
び
直
し

の
機
会
を
提
供
し
た
上
で
、

対
象
者
の
変
容
を
分
析
し

た
。「
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
社
会
の
実
現
」
と
い

う
、今
日
的
な
課
題
を
取
り

上
げ
た
実
践
的
実
証
的
な

研
究
と
い
う
点
な
ど
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。

て
教
養
学
部
長
の
水
谷
修

教
授
が
出
席
し
、表
彰
状
を

受
け
取
っ
た
。

こ
の
賞
は
、交
通
安
全
の

た
め
に
尽
力
し
た
個
人
や

団
体
な
ど
に
贈
ら
れ
る
賞

で
あ
り
、泉
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
泉
区
内
で
春
と
秋
に
実

施
さ
れ
る
交
通
安
全
総
ぐ

る
み
運
動
や
交
通
事
故
防

止
活
動
へ
参
加
し
て
学
生
に

交
通
安
全
指
導
を
行
う
な

ど
、交
通
安
全
に
対
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

業
の
一
つ
で
、土
樋
キ
ャ
ン

パ
ス
に
出
店
中
の
パ
ン
店

「
土
樋
パ
ン
製
作
所
」
か
ら

の
協
力
も
受
け
た
。

本
企
画
に
榴
ケ
岡
高
等

学
校
の
生
徒
も
授
業
の
一

環
で
参
加
。十
二
月
六
日
に

は
「
パ
ン
店
の
活
性
化
」
を

か
ら
の
パ
ン
店
の
運
営
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
も
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
講
評

し
た
。

ま
た
、十
二
月
九
日
に
は
、

こ
の
企
画
の
第
五
回
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
土
樋
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
、こ
れ
ま
で

に
検
討
し
て
き
た
課
題
と

そ
の
解
決
策
を
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
発
表
し
た
（
写
真

下
）。

テ
ー
マ
に
、代
表
生
徒
三
名

が
同
店
に
対
し
て
、サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
や
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
の
導
入
な
ど
、パ

ン
店
が
活
性
化
す
る
た
め

の
企
画
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
（
写
真
上
）。
パ
ン
店
を

運
営
す
る
「
ク
ロ
ー
ル
ア
ッ

プ
」
の
及
川
大
生
代
表
取
締

役
は
発
表
後
「
非
常
に
素
晴

ら
し
い
提
案
で
し
た
。こ
れ

大
学
が
ｔ
ｂ
ｃ
ア
ナ
ウ

ン
ス
学
院
（
ｔ
ｂ
ｃ
Ａ
ｚ
株

式
会
社
）
に
協
力
を
依
頼
し

て
実
施
し
た
こ
の
講
座
は
、

基
礎
編
と
し
て
前
半
十
回

を
粟
津
ち
ひ
ろ
先
生
、応
用

編
と
し
て
後
半
十
五
回
を

鈴
木
俊
光
先
生
が
担
当
さ

れ
た
。お
二
方
は
と
も
に
元

東
北
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
、粟
津
先
生
は
本
学
の
ご

出
身
。

講
座
に
参
加
し
た
四
名

の
学
生
は
一
度
も
欠
席
す
る

こ
と
な
く
、発
音
練
習
や
自

己
分
析
、
原
稿
読
み
、
面
接

対
策
で
は
対
面
面
接
の
ほ
か

に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
の
練
習
に
も

取
り
組
み
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
な
る
た
め
の
総
合
力
を

養
っ
て
き
た
。そ
の
集
大
成

と
な
る
最
終
回
は
、カ
メ
ラ

に
向
か
っ
て
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

テ
ス
ト
。学
生
た
ち
の
成
長

の
結
果
を
見
届
け
よ
う
と
、

粟
津
先
生
も
駆
け
つ
け
た
。

カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
、若

干
緊
張
し
た
面
持
ち
で
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
た
後
、い

よ
い
よ
本
番
へ
。学
生
た
ち

は
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
原
稿
を
一
言
一
言

丁
寧
に
読
み
上
げ
、商
品
Ｐ

Ｒ
で
は
自
ら
考
え
た
Ｐ
Ｒ

内
容
を
基
に
フ
リ
ー
ト
ー

ク
で
紹
介
。こ
れ
ま
で
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
た
。粟

津
先
生
は
、学
生
た
ち
の
成

長
ぶ
り
に
驚
い
た
様
子
で
、

学
生
一
人
一
人
に
対
し
プ
ロ

な
ら
で
は
の
視
点
で
講
評

さ
れ
た
。

そ
の
後
、鈴
木
先
生
か
ら

学
生
た
ち
に
修
了
証
書
が

手
渡
さ
れ
、受
け
取
っ
た
学

生
は
講
座
を
振
り
返
っ
て

感
想
を
述
べ
た
。こ
の
う
ち

の
一
人
か
ら
は
「
こ
の
講
座

を
受
講
し
、
本
や
新
聞
を

読
む
こ
と
が
好
き
に
な
り
、

気
が
付
い
た
ら
記
事
を
声

に
出
し
て
読
ん
だ
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
就
職
活
動
に
向

け
た
抱
負
も
聞
か
れ
た
。

最
後
に
鈴
木
先
生
は
「
こ

れ
か
ら
ど
の
道
に
進
む
に

当
た
っ
て
も
、
日
頃
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
や
社
会
問
題
に

関
心
を
持
っ
て
日
々
を
過

ご
す
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
す
。
就
職
試
験
や
、社
会

に
出
て
か
ら
も
絶
対
に
活

き
て
き
ま
す
。就
職
と
い
う

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
、皆
さ
ん

は
Ｔ
Ｇ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
対

策
講
座
を
通
し
て
一
歩
も

二
歩
も
進
ん
で
い
ま
す
。今

回
の
経
験
は
必
ず
役
立
つ

と
思
い
ま
す
の
で
、こ
の
ま

ま
頑
張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
学
生
た
ち
に
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

東
北
産
業
経
済
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
北
産
業
経
済
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

水
谷
修
教
授
ら
の
共
同
研
究

日
本
生
涯
教
育
学
会
長
賞
を
受
賞

日
本
生
涯
教
育
学
会
長
賞
を
受
賞

当
日
は
企
画
に
関
わ
る

教
職
員
や
土
樋
パ
ン
製
作

所
を
は
じ
め
と
す
る
学
外

関
係
者
の
ほ
か
、大
西
晴
樹

学
長
も
参
加
し
、学
生
の
発

表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。大
西
学
長
は
全
グ
ル
ー

プ
の
発
表
後
「
各
グ
ル
ー
プ

が
出
し
た
課
題
と
解
決
す

る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
興
味
深
く
聞
い
た
。

今
後
は
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

連
携
を
意
識
し
、そ
れ
ぞ
れ

が
も
っ
と
深
く
関
わ
る
こ
と

で
〝
自
分
た
ち
が
や
り
た
い

事
〟
を
よ
り
強
く
押
し
出
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
は
今
後
、今

回
発
表
し
た
解
決
策
に
対
し

て
出
さ
れ
た
意
見
や
提
言
な

ど
を
踏
ま
え
再
検
討
し
、実

行
に
移
し
て
い
く
予
定
だ
。

「
コ
ロ
ナ
禍
を
こ
え
た

「
コ
ロ
ナ
禍
を
こ
え
た

東
北
経
済
の
パ
ノ
ラ
マ
を
描
く
」

東
北
経
済
の
パ
ノ
ラ
マ
を
描
く
」

十
一
月
二
十
七
日
、東
北
産
業
経
済
研
究
所

主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
コ
ロ
ナ
禍
を
こ
え
た
東

北
経
済
の
パ
ノ
ラ
マ
を
描
く
」
が
押
川
記
念

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

教
養
学
部

人
間
科
学
科

パ
ン
店
活
性
化
企
画

東
北
学
院
大
学
×
榴
ケ
岡
高
等
学
校

泉
キ
ャ
ン
パ
ス

泉
キ
ャ
ン
パ
ス

学生サークル「もりまちCoAL」

Date fmのラジオイベントで
学生企画を実施


